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月号月号１１

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

～
共
に
支
え
合
う
地
域
を
目
指
し
て
～

～
共
に
支
え
合
う
地
域
を
目
指
し
て
～

会 

長　

 

松 

浦
　
躬 

行

社
会
福
祉
法
人

真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
会
の
地
域
福
祉
事
業
や
介
護
事
業
の
推
進
に
、
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
や
家
庭
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
む
と
と

も
に
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
社
会
的
孤
立
、
生
活
困
窮
な

ど
が
社
会
問
題
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
今
ま
で
の
社
会
福
祉
の

法
制
度
や
枠
組
み
で
は
対
応
・
解
決
が
難
し
い
多
く
の
課
題
や
問
題
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
数
年
前
か
ら
、
多
様
化
、
深
刻
化
す
る
家
庭
や

地
域
の
生
活
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
市
民
の
一
人
一
人
が

自
分
た
ち
共
通
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
共
に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社

会
」
を
実
現
し
、地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
は
基
本
理
念
で
あ
る
「
す

べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、現
在
、

真
庭
市
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
１
）

の
提
唱
に
賛
同

し
、
真
庭
市
と
の
連
携
の
も
と
関
係
者
の
皆
様
の
力
強
い
ご
協
力
と
ご
支
援

を
得
な
が
ら
、
役
職
員
一
同
、
積
極
果
敢
に
地
域
福
祉
事
業
や
介
護
事
業
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
１
）３
頁
、マ
メ
知
識
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑陽堂サロン（落合）　樹脂粘土で干支づくり

新たな年☆良い年に!!新たな年☆良い年に!!
～願いを込めて干支づくり～～願いを込めて干支づくり～
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民
生
委
員
児
童
委
員
功
労

（
北
房
）　

頭
山　

伸
利

（
落
合
）　

前
田　

幸
也

　
　
　
　

山
本　

健
藏

　
　
　
　

岡　
　

四
郎

　
　
　
　

小
出　

隆
夫　

　
　
　
　

牧　
　

順
市

　
　
　
　

宮
次　
　

強

　
　
　
　

藤
井　

由
紀
子

　
　
　
　

竹
中　

昭
子　

（
久
世
）　

池
田　

宏
美

　
　
　
　

渡
邉　

佐
恵
子

　
　
　
　

有
元　

浩
美

（
勝
山
）　

立
川　

信
政

（
湯
原
）　

三
船　

昌
行

　
　
　
　

池
亀　

清
子

（
八
束
）　

小
谷　

恒
夫

　
　
　
　

志
賀　

里
支

（
川
上
）　

富
國　

文
子　

　
　
　
　

中
島　

正
枝

　
　
　
　

長
恒　

三
恵
子 

社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労

社
会
福
祉
施
設
職
員

（
コ
ス
モ
ス
の
園
）　

　

林 　

達
也

（
八
束
こ
ど
も
園
）

　

山
本　

久
美
子

（
勝
山
こ
ど
も
園
）

　

桑
田　

幸
子

優
良
社
会
福
祉
推
進
表
彰

【
個
人
表
彰
】

福
祉
委
員

（
勝
山
）　

井
原　

初
彦

　
　
　
　

大
倉　

正
三

　
　
　
　

石
田　

盛
政

（
湯
原
）　

森　
　

凱
男

　
　
　
　

美
甘　

真
里

　
　
　
　

渋
谷　

稲
巳

　
　
　
　

松
井　

明
美

　
　
　
　

鎌
尾　

和
宏

ボ
ラ
ン
ティ
ア

（
美
甘
）　

樋
口  

美
智
子

【
団
体
表
彰
】

地
区
社
協

（
久
世
）

　

久
世
ま
ち
な
か
社
会
福
祉
協
議
会

　

遷
喬
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
北
房
）

　

原
に
こ
に
こ
会

（
落
合
）

　

日
野
上
地
区
さ
わ
や
か
広
場

　

西
谷
上
せ
せ
ら
ぎ
サ
ロ
ン

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
野
原

　

く
る
み
の
会

（
久
世
）

　

西
口
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

（
勝
山
）　

　

四
季
楽
々

　

市
場
下
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
月
会

　

旦
西
サ
ロ
ン

　

原
方
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
湯
原
）

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
下
湯
原

　

野
田
桑
瀬
い
き
い
き
サ
ロ
ン

受
賞
者
の
皆
様

　
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
順
不
同
）

社
会
福
祉
大
会
表
彰
者

社
会
福
祉
大
会
表
彰
者

社
会
福
祉
大
会

社
会
福
祉
大
会

社
会
福
祉
大
会

社
会
福
祉
大
会

真
庭
市

真
庭
市

真
庭
市

真
庭
市

　

12
月
７
日
㈯
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
真
庭
市
社
会
福
祉
大
会

が
、
地
域
福
祉
活
動
に
携
わ
る
団
体
関

係
者
や
地
域
住
民
５
０
０
名
の
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
功

労
さ
れ
た
個
人
33
名
と
17
団
体
が
真

庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
、
ま

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
り
地
域
に

功
労
さ
れ
た
個
人
８
名
、
２
団
体
が
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
典
後
の
記
念
上
映
で
は
、
昨

今
の
社
会
的
課
題
で
あ
る
子
ど
も
の
貧

困
⑵
を
背
景
に
、
地
域
の
中
で
子
ど
も

達
の
拠
り
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
が
な

ぜ
必
要
か
を
テ
ー
マ
に
描
か
れ
た
映
画

「
こ
ど
も
し
ょ
く
ど
う
」
の
上
映
が
あ

り
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
参
加
者
一
同
が

各
々
の
立
場
で
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
福
祉
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
こ
う
と
す
る
大
会
宣
言（
案
）が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

 
500
名
が
集
結
！

 
500
名
が
集
結
！

第
15
回

第
15
回

第
15
回

第
15
回

⑵
厚
生
労
働
省
の
発
表
で
は
７
人
に

１
人
の
子
ど
も(

17
歳
以
下)

が
、相
対

的
な
貧
困
状
態
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

（
八
束
）

　

原
林
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
会　

（
川
上
）

　

か
じ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン　

永
年
勤
続
功
労

社
会
福
祉
協
議
会
役
員

（
久
世
）　

高
田　

浩
一 

感
謝
状

　

真
庭
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

（
北
房
）　

武
村　
　

浩

　
　
　
　

増
田　

正
實

　
　
　
　

村
上　

⻆
夫

（
落
合
）　

村
山　

茂
子

（
久
世
）　

森
木　

明
弘

　
　
　
　

池
田　
　

薫

（
勝
山
）　

阿
部　

輝
男

　
　
　
　

福
島　
　

明 

【
団
体
表
彰
】

（
勝
山
）　

　

富
原
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

月
田
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

↑あつあつ美味しいうどん！ ↑表彰式の様子



【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

福
祉
活
動
に
活
か
し
ま
す
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合
　
計

七
十
四
万
八
千
円

寄
付
金 

十
一
月
三
十
日
〆

◆
令
和
元
年
台
風
第
19
号

（
中
央
）

赤
野
下
自
治
会

三
澤
　
茂
夫

災
害
義
援
金
寄
付
者

【
敬
称
略･

受
付
順
】(

11
月
30
日
〆)

　
　※

（
　
）
内
は
共
同
募
金
会
名

【
本
　
所
】

宮
谷
　
昭
正（
目
　
木
　
香
典
返
し
）

宮
谷
　
昭
正（
目
　
木
　
忌
明
け
）

森
脇
　
弘
行（
久
　
世
　
忌
明
け
）

淺
山
　
文
子（
余
野
下
　
香
典
返
し
）

鳥
山
　
　
修（
樫
　
西
　
忌
明
け
）

池
田
　
義
男（
樫
　
西
　
忌
明
け
）

近
藤
　
興
保（
　
惣
　
　
香
典
返
し
）

木
村
　
清
人（
目
　
木
　
香
典
返
し
）

横
山
　
晴
美（
久
　
世
　
香
典
返
し
）

横
山
　
晴
美（
久
　
世
　
忌
明
け
）

【
北
房
支
所
】

小
田
　
壽
夫（
下
呰
部
　
香
典
返
し
）

中
川
　
晋
治（
下
呰
部
　
香
典
返
し
）

江
川
　
正
夫（
宮
　
地
　
忌
明
け
）

戸
田
　
光
明（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

戸
田
　
光
明（
宮
　
地
　
忌
明
け
）

平
方
　
義
之（
上
中
津
井
　
香
典
返
し
）

梶
谷
　
亨
哉（
五
　
名
　
香
典
返
し
）

塚
﨑
　
宏
二（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

草
野
　
　
勝（
下
呰
部
　
見
舞
返
し
）

重
年
　
和
幸（
山
　
田
　
香
典
返
し
）

太
田
　
　
薫（
下
中
津
井
　
見
舞
返
し
）

【
落
合
支
所
】

石
原
　
幸
子（
古
　
見
　
見
舞
返
し
）

池
田
　
正
美（
田
原
山
上
　
香
典
返
し
）

小
寺
　
敏
之（
　
中
　
　
香
典
返
し
）

三
浦
　
一
敏（
中
河
内
　
香
典
返
し
）

森
田
　
　
功（
　
関
　
　
香
典
返
し
）

小
川
　
利
久（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

三
澤
　
茂
夫（
栗
　
原
　
篤
志
寄
付
）

道
満
　
祥
雄（
西
　
原
　
香
典
返
し
）

根
本
　
　
章（
大
　
庭
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

伊
達
　
唯
志（
　
上
　
　
香
典
返
し
）

赤
岩
　
　
治（
神
　
代
　
香
典
返
し
）

水
島
　
武
男（
勝
　
山
　
香
典
返
し
）

竹
内
　
弘
暢（
山
久
世
　
香
典
返
し
）

堀
田
　
俊
夫（
本
　
郷
　
香
典
返
し
）

堀
　
　
正
親（
月
　
田
　
見
舞
返
し
）

【
美
甘
支
所
】

田
中
千
寿
美（
美
　
甘
　
忌
明
け
）

【
湯
原
支
所
】

竹
本
　
尚
史（
本
　
庄
　
香
典
返
し
）

亡
藤
元
　
文
女

藤
井
　
正
一（
禾
　
津
　
香
典
返
し
）

【
中
和
支
所
】

片
田
浩
太
郎（
蒜
山
下
和
　
香
典
返
し
）

【
八
束
支
所
】

丸
山
　
公
彦（
蒜
山
上
長
田

　
忌
明
け
）

角
田
　
章
史（
蒜
山
中
福
田

　
香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

西
村
　
聡
彦（
蒜
山
上
福
田

　
香
典
返
し
）

小
椋
　
慎
一（
蒜
山
下
徳
山

　
香
典
返
し
）

石
田
　
幸
男（
蒜
山
本
茅
部

　
香
典
返
し
）

眞
田
　
和
子（
蒜
山
西
茅
部

　
忌
明
け
）

　
善
意
銀
行
へ
ご
寄
付
を
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
行

い
ま
す
各
種
社
会
福
祉
事
業
へ
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マメ知識マメ知識

S
D
G
s

っ
て
な
に
？

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

の
こ
と
で
、
2
0
1
5
年
9

月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
2
0
3
0
年
ま
で
の

国
際
目
標
で
、す
べ
て
の
人
々

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
、
よ
り

持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
た

め
の
青
写
真
で
す
。

　

貧
困
や
不
平
等
・
格
差
、

保
健
、
教
育
、
環
境
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
根
本
的

に
解
決
す
る
こ
と
を
目
指

す
、
世
界
共
通
の
17
の
目
標

で
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂

性
の
あ
る
社
会
の
実
現
の
た

め
、
国
や
真
庭
市
に
お
い
て

も
S
D
G
s
達
成
に
向
け
、

豊
か
で
活
力
あ
る
未
来
を
創

る
取
り
組
み
が
積
極
的
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

23日（木）

９ 日(木）

22日（水）

10日（金）

16日（木）

17日（金）

  9時～12時

電話（0867）４２－１００５電話（0867）４２－１００５

　暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談
など日常のさまざまな心配ごとについて相談を受け付
け、解決に向けて支援します。※秘密は固く守られます。

　暮らしや家族に関する不安ごと、福祉についての相談
など日常のさまざまな心配ごとについて相談を受け付
け、解決に向けて支援します。※秘密は固く守られます。

※相談は無料です。予約は必要ありません。
1月の予定心配ごと相談所

北房
落合
久世
勝山
湯原
八束

（真庭市役所北房振興局）

（落合老人福祉センター）

（真庭市役所本庁舎）

（勝山保健福祉センター）

（真庭市役所湯原振興局）

（八束老人福祉センター）

お気軽にご相談ください

落合全域で友愛訪問落合全域で友愛訪問
～歳末たすけあい事業～

　落合地域では、12月から2月上旬にかけ、7つ
の地区社協ごとに、75歳以上のひとり暮らしの
方に友愛訪問を行っています。
　この活動は、地区社協と社協落合支所が協働で
行う、歳末たすけあい募金を財源とする取り組み
です。落合地域全域で330名に訪問しています。
　地区社協のメンバーが、赤飯のお弁当やお菓
子、寄せ植えなど、工夫した手作りの品を準備し
て訪問しています。訪問を受けた方に「毎年、楽
しみにしています。ありがとう」と大変喜ばれて
います。

←河内地区福祉の村づくり
 （12月8日訪問の様子）

おいしく
いただきます
ありがとう
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広報担当の
つぶやき

令和の１月がはじまりました。「１年の計は元旦にあり」今年はどんな年にしようか
最初にしっかり計画を立てたいと思っています。

真庭市社協HP

久世地域通信

福祉活動専門員の訪問活動福祉活動専門員の訪問活動
～助けあい会議から訪問、
　　　　福祉サービスに繋ぐ活動～

　久世地区には、９地区社協があり、地区社協ごと
に年２回助けあい会議を実施しています。この会議
で把握した情報等をもとにした福祉活動専門員の
訪問活動を紹介します。　　　
　

　地図を確認し、見守りが必要な方を地域の方と情
報共有、確認します。地域の気になることがあれば、
社協に相談いただくよう依頼しています。
　

　 福祉活動専門員は、助けあい会議の情報や地域の
方や関係機関、家族からの相談等により訪問活動を
行います。地区社協による定期的な見守り活動の中
で「何か様子が気になる」などの連絡を受けた場合
も、訪問活動を行います。
　ご自宅への訪問活動は、訪問先の方が安心できる
ような配慮が必要な為、日頃から関わりのある福祉
委員や民生委員の同行をお願いすることもありま
す。
　訪問すると「困りごとがない」と話される方や福
祉サービスの利用にすぐに繋がらない場合も、定期
的に訪問することで、気軽に相談しやすい関係づく
りに努め、生活の様子を伺う中で困りごとがないか
の把握に努めています。

　
　困りごとに応じて、必要な福祉サービスやその手
続きの方法の紹介や連絡調整、専門職の紹介などを
します。

★福祉委員の相談から訪問
助けあい会議で福祉委員から「お家の方がおば
あちゃんのお世話で困っている。介護サービスを
使いたいけど、どうしたらいいのかと困ってい
る。訪問して教えてあげて欲しい」という相談が
ありました。福祉委員と一緒に訪問し、介護保険
の申請方法や介護サービスの紹介を行い、介護保
険の申請に至りました。

★助けあい会議の情報から訪問
助けあい会議で「ひとり暮らしで定期的な見守
りが必要」と確認した世帯に、地区社協による日
常的な見守り活動と併せ、月1回、福祉活動専門
員による訪問活動を継続していました。訪問直後
には、サービスが必要な様子はありませんでした
が、定期的な訪問をするなかで外出機会が少なく
なっている状況が分かり、デイサービスを紹介し
利用につながりました。

　困りごとを抱えている方を早期に適切な福祉
サービスに繋げるためには、助けあい会議や地域
での見守り活動がとても重要になります。
　地区社協と協力し、見守りネットワークの充実
と訪問活動に重点的に取り組んでいきます。

　

12
月
９
日
㈪
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
暖
旦
が
地
区
内
の

70
歳
以
上
の
方
、
80
名
に
配
食
友
愛
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
９
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
地

区
の
集
会
所
に
集
ま
り
、
６
升
の
お
こ
わ
を
蒸
し
あ

げ
、
手
作
り
の
山
菜
お
こ
わ
弁
当
を
お
届
け
し
ま
し

た
。
10
年
継
続
し
た
こ
の
活
動
は
、
地
域
に
根
づ
い
て

お
り
、
皆
さ
ん
配
食
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

金
屋
は
、
１
４
３
世
帯
の
地
区
で
、
サ
ロ
ン
活
動
を

平
成
22
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
友
愛
訪
問

に
よ
り
、
サ
ロ
ン
活
動
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
、
参
加
さ

れ
て
い
な
い
方
へ
も
参

加
の
き
っ
か
け
を
作

り
た
い
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

社
協
は
、
今
後
も

サ
ロ
ン
活
動
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
助
成
事
業

配
食
友
愛
訪
問

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
『
暖
旦
』　(

久
世 

金
屋)

助けあい会議

訪問活動

福祉サービス等の紹介･連絡調整

【訪問活動の事例】
↑　山本福祉活動専門員(右)、訪問時の様子

→
手際よくパック詰めをす
るボランティアスタッフ

体調は
どうですか？

ありがと
う

新たな年☆良い年に!!新たな年☆良い年に!!


